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(57)【要約】
【課題】コントラストの高い液晶表示パネルを提供する
。
【解決手段】液晶セル１には、波長分散値が１．１５以
上の液晶が封止される。ねじれ位相差フィルム３は、液
晶セル１の前面に配置される。フロント側偏光板２は、
ねじれ位相差フィルム３上に配置される。また、リア側
偏光板４は、液晶セル１の背面に配置される。液晶の波
長分散値は１．１５以上１．２１以下であることが好ま
しい。また、波長５９０ｎｍの光に対する液晶の屈折率
異方性が０．１８以上であり、液晶セル１のセルギャッ
プを５．０μｍ以下とすることが好ましい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極が設けられた一対の基板間に液晶を封止したＳＴＮ型の液晶セルと、
　前記液晶セルの前面に配置されるねじれ位相差フィルムと、
　前記ねじれ位相差フィルム上に配置される第１偏光板と、
　前記液晶セルの背面に配置される第２偏光板とを備え、
　前記液晶セルに封止される液晶の波長分散値が１．１５以上である
　ことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２】
　液晶セルに封止される液晶の波長分散値が１．１５以上１．２１以下である
　請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　第１偏光板および第２偏光板は、ハンターＬａｂ表色系で表したときにおける色相ｂの
値が１．５未満となる色の偏光板である
　請求項１または請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　液晶セルに封止される液晶は、波長５９０ｎｍの光に対する屈折率異方性が０．１８以
上である液晶であり、
　液晶セルのセルギャップは、５．０μｍ以下である
　請求項１、２、または３に記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルに関し、特に、ねじれ位相差フィルムを備えた液晶表示パネ
ルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１０は、モノクローム表示を行う従来の液晶表示パネルの構成例を示す模式図である
。従来の液晶表示パネルは、図１０に示すように、フロント側偏光板２と、位相差フィル
ム１０３と、ＳＴＮ（Super Twisted Nematic ）型の液晶セル１０１と、リア側偏光板４
とが積層された構成となっている。位相差フィルム１０３は、ポリカーボネートを用いて
製造された位相差フィルムであることが多い。以下、位相差フィルム１０３がポリカーボ
ネートを用いて製造された位相差フィルムであるものとして説明し、位相差フィルム１０
３をＰＣ位相差フィルム１０３と記す。
【０００３】
　従来の液晶表示パネルの構成は、例えば、特許文献１に記載されている。ただし、特許
文献１に記載された液晶表示パネルでは、液晶セルとリア側偏光板との間に、他の位相差
フィルムが設けられている。
【０００４】
　従来、液晶表示パネルによる良好な表示を実現するために、液晶セル１０１、各偏光板
２，４、およびＰＣ位相差フィルム１０３の軸角や、液晶セル１０１およびＰＣ位相差フ
ィルム１０３のリタデーションの最適化が行われていた。
【０００５】
　ただし、従来、液晶セル１０１に封止される液晶として、波長分散値が１．１３程度の
液晶が用いられていた。特許文献１では、波長分散値が１．１２の液晶を用いることが記
載されている。
【０００６】
　波長分散値の定義について説明する。図１１は、各波長の光に対する屈折率異方性（以
下、Δｎと記す。）の変化を示す説明図である。図１１に示すように、波長λが長くなる
と、Δｎは減少する傾向がある。波長分散値Ｄは、波長４５０ｎｍの光に対するΔｎを、
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波長５９０ｎｍの光に対するΔｎで除算した値である。すなわち、波長４５０ｎｍの光に
対するΔｎをΔｎ（４５０ｎｍ）と表し、波長５９０ｎｍの光に対するΔｎをΔｎ（５９
０ｎｍ）と表せば、波長分散値Ｄは以下の式で表される。
【０００７】
　Ｄ＝Δｎ（４５０ｎｍ）／Δｎ（５９０ｎｍ）
【０００８】
　また、ＰＣ位相差フィルム１０３の波長分散値は、約１．１０である。
【０００９】
　また、特許文献２には、液晶セルの視認側に位置する透明基板と、その上面に配設され
た偏光板との間に、ねじれ位相差板を備えた液晶表示素子が記載されている。
【００１０】
　次に、液晶表示パネルの表示の態様および液晶への印加電圧について説明する。液晶表
示パネルの表示の態様には、電圧を印加していないときに白色となるノーマリホワイトと
、電圧を印加していないときに黒色となるノーマリブラックとがある。
【００１１】
　また、白色表示および黒色表示を行うときに液晶に印加する電圧のうち、高い方の電圧
をオン電圧と記し、低い方の電圧をオフ電圧と記す。ノーマリホワイトの場合、白色表示
とするために液晶に印加する電圧がオフ電圧であり、黒色表示とするために液晶に印加す
る電圧がオン電圧である。ノーマリブラックの場合、黒色表示とするために液晶に印加す
る電圧がオフ電圧であり、白色表示とするために液晶に印加する電圧がオン電圧である。
なお、オフ電圧は、０Ｖではない。
【００１２】
　以下、液晶表示パネルがノーマリホワイトである場合を例にして説明する。図１２は、
液晶への印加電圧Ｖの増加に伴うノーマリホワイト液晶表示パネルの透過率ｔの変化の例
を示す説明図である。図１２に示すように、透過率ｔは印加電圧Ｖの増加に伴い、しばら
く一定値を保ってから下降する。白色表示時の印加電圧および黒色表示時の印加電圧は、
白色および黒色のコントラストが最大となるように決定される。すなわち、駆動条件下で
、コントラストが最大になるようにオン電圧、オフ電圧が決定される。ノーマリホワイト
の場合、図１２に示すオフ電圧を液晶に印加すると白色表示となり、図１２に示すオン電
圧を液晶に印加すると黒色表示となる。
【００１３】
　なお、電圧を印加しない場合（印加電圧が０Ｖである場合）も白色となるが、オフ電圧
を印加した場合よりも光の透過率が若干高い。電圧が印加されて画像を表示するアクティ
ブエリアの外周（アクティブエリアの背景となる領域）の液晶には電圧が印加されないの
で、印加電圧が０Ｖであるときに液晶パネルが呈する色を背景色と呼び、オフ電圧印加時
の白色と区別する。図１３は、アクティブエリアおよびその背景を示す説明図である。図
１３は、画像を表示する面の方向から液晶表示パネルを観察した状態を表している。アク
ティブエリア２１は、液晶に電圧を印加するための電極が配置され、画像を表示可能な領
域である。アクティブエリア２１は、液晶への印加電圧に応じて白色、黒色、あるいはそ
の中間色を呈する。アクティブエリアを囲む領域２２には電極は配置されていないため、
領域２２に存在する液晶への印加電圧は０Ｖである。よって、領域２２は背景色を呈する
。
【００１４】
　図１４は、ＣＩＥ表色系の色度図である。ＣＩＥ表色系の色度図では、色度は（ｘ，ｙ
）座標で表される。なお、ｘ軸は横軸であり、ｙ軸は縦軸である。座標値が（０．１，０
．２）近辺の場合、青色となる。また、例えば、座標値が（０．３５，０．５）近辺の場
合、緑色となる。また、座標値（０．３１０，０．３１６）は、理想的な白色となる。白
色と同様に無彩色である黒色においても、色度が（０．３１０，０．３１６）に近いほど
理想的な黒色となる。また、背景色の色度の理想的な値も（０．３１０，０．３１６）で
ある。従来、ノーマリホワイトの液晶表示パネルでは、液晶にオン電圧を印加したときに
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黒色が表示されるが、青色に近い黒色が表示されていた。
【００１５】
【特許文献１】特開２００３－２３３０７３号公報（段落０００９，００１０、図１）
【特許文献２】特開２００６－１４８０５７号公報（段落００４３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　（白色表示時の透過率）／（黒色表示時の透過率）をコントラストと呼ぶが、コントラ
ストは高い方が好ましい。
【００１７】
　そこで本発明は、モノクローム表示においてよりコントラストの高い液晶表示パネルを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の態様１は、電極が設けられた一対の基板間に液晶を封止したＳＴＮ型の液晶セ
ルと、液晶セルの前面に配置されるねじれ位相差フィルムと、ねじれ位相差フィルム上に
配置される第１偏光板と、液晶セルの背面に配置される第２偏光板とを備え、液晶セルに
封止される液晶の波長分散値が１．１５以上であることを特徴とする液晶表示パネルを提
供する。
【００１９】
　本発明の態様２は、態様１において、液晶セルに封止される液晶の波長分散値が１．１
５以上１．２１以下である液晶表示パネルを提供する。そのような液晶表示パネルによれ
ば、背景色への着色を抑えることができる。
【００２０】
　本発明の態様３は、態様１または態様２において、第１偏光板および第２偏光板が、ハ
ンターＬａｂ表色系で表したときにおける色相ｂの値が１．５未満となる色の偏光板であ
る液晶表示パネルを提供する。そのような液晶表示パネルによれば、背景色やオフ電圧印
加時の表示色への他の色の着色を減少させることができる。
【００２１】
　本発明の態様４は、態様１から態様３のいずれかにおいて、液晶セルに封止される液晶
が、波長５９０ｎｍの光に対する屈折率異方性が０．１８以上である液晶であり、液晶セ
ルのセルギャップが、５．０μｍ以下である液晶表示パネルを提供する。そのような液晶
表示パネルによれば、応答速度を速めることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、従来の液晶表示パネルよりも、よりコントラストの高い液晶表示パネ
ルを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００２４】
［実施の形態１］図１は、本発明の第１の実施の形態の液晶表示パネルの例を示す模式図
である。本発明の液晶表示パネルは、図１に示すように、ＳＴＮ型の液晶セル１と、フロ
ント側偏光板２と、ねじれ位相差フィルム３と、リア側偏光板４とを備える。本発明の液
晶表示パネルでは、背面側からリア側偏光板４、液晶セル１、ねじれ位相差フィルム３、
フロント側偏光板２の順に、これらの各構成要素が積層される。
【００２５】
　液晶セル１は、電極が設けられた一対の基板（図示略。）を有している。この一対の基
板は、電極が設けられた面同士が対向するように配置されている。そして、液晶セル１は
、この一対の基板間に液晶（図示略。）を封止している。
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【００２６】
　液晶セル１には、波長分散値が１．１５以上の液晶が封止される。ただし、液晶セル１
に封止される液晶の波長分散値が１．２１より大きな値であると、背景色への緑色の着色
の度合いが大きくなるので、液晶セル１に封止される液晶の波長分散値は、１．１５以上
１．２１以下であることが好ましい。なお、既に説明したように、波長分散値Ｄは、波長
４５０ｎｍの光に対するΔｎ（屈折率異方性）を、波長５９０ｎｍの光に対するΔｎで除
算した値として定義される。
【００２７】
　ねじれ位相差フィルム３は、液晶性高分子を含む位相差フィルムであって一方の面の配
向方向ともう一方の面の配向方向とがねじれている位相差フィルムである。
【００２８】
　ねじれ位相差フィルム３は、液晶セル１の前面に配置される。すなわち、ねじれ位相差
フィルム３は、液晶セル１の面のうち、観察者によって表示画像が観察される側の面に配
置される。
【００２９】
　フロント側偏光板２は、ねじれ位相差フィルム３上に配置される。また、リア側偏光板
４は、液晶セル１の背面に配置される。
【００３０】
　フロント側偏光板２は、フロント側偏光板２自身の偏光軸の方向に振動する光を透過さ
せる。同様に、リア側偏光板４は、リア側偏光板４自身の偏光軸の方向に振動する光を透
過させる。
【００３１】
　以下、液晶表示パネルがノーマリホワイト（液晶に電圧を印加しないときに白色を呈す
る態様）である場合を例にして説明する。なお、ノーマリホワイトのＳＴＮ液晶表示パネ
ルを実現するためには、ノーマリホワイトとなるように、フロント側偏光板２およびリア
側偏光板４の軸（例えば、吸収軸）の向きを定めればよい。また、ノーマリブラックのＳ
ＴＮ液晶表示パネルは、ノーマリホワイトのＳＴＮ液晶表示パネルのフロント側偏光板２
の吸収軸を９０°回転することによって実現することができる。あるいは、ノーマリホワ
イトのＳＴＮ液晶表示パネルのリア側偏光板４の吸収軸を９０°回転することによっても
実現することができる。
【００３２】
　液晶表示パネルを駆動する場合において、白色表示時の液晶への印加電圧および黒色表
示時の液晶への印加電圧は、白色および黒色のコントラストが最大となるように決定され
る。また、ここでは、液晶表示パネルはノーマリホワイトであるものとする。従って、白
色表示時には液晶にオフ電圧を印加し、黒色表示には液晶にオン電圧を印加する（図１２
参照。）。
【００３３】
　上記のように液晶セル１上にねじれ位相差フィルム３を配置し、液晶セル１に封止され
る液晶の波長分散値を１．１５以上とすることによって、従来の液晶表示パネルよりもコ
ントラストを向上させることができる。
【００３４】
　発明者は、液晶セル１内の液晶の波長分散値Ｄを１．０１から１．３０まで変化させた
場合におけるコントラスト、色度、目標値となる色度（０．３１０，０．３１６）との距
離を導出した。なお、この導出は、光学計算ソフトウェアを用いたシミュレーションによ
って行った。
【００３５】
　図２は、シミュレーションにおいて設定した値を示す説明図である。視角を６時方向と
したときにおける３時方向を、基準軸の方向と定めた。そして、図２に示すように、基準
軸の方向とフロント側偏光板２の吸収軸とのなす角度が１１９°になるようにフロント側
偏光板２の吸収軸の方向を定めた。具体的には、基準軸を反時計回りに１１９°回転させ
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たときの方向とフロント側偏光板２の吸収軸の方向とが一致するようにフロント側偏光板
２の吸収軸の方向を定めた。
【００３６】
　また、ねじれ位相差フィルム３のツイスト角を１７８°に設定した。そして、図２に示
すように、ねじれ位相差フィルム３のフロント側の面の配向方向と、基準軸の方向とのな
す角度が６６°になるように、ねじれ位相差フィルム３のフロント側の面の配向方向を定
めた。具体的には、基準軸を反時計回りに６６°回転させたときの方向とねじれ位相差フ
ィルム３のフロント側の面の配向方向とが一致するように、フロント側の配向方向を定め
た。また、ねじれ位相差フィルム３のリア側の面の配向方向と、基準軸の方向とのなす角
度が６８°になるように、ねじれ位相差フィルム３のリア側の面の配向方向を定めた。具
体的には、基準軸を反時計回りに６８°回転させたときの方向とねじれ位相差フィルム３
のリア側の面の配向方向とが一致するように、リア側の配向方向を定めた。また、ねじれ
位相差フィルム３のリタデーションを６６５ｎｍに設定した。
【００３７】
　また、液晶セル１のツイスト角２を２４０°に設定した。そして、図２に示すように、
液晶セル１のフロント側の面の配向方向と、基準軸の方向とのなす角度が３０°になるよ
うに、液晶セル１のフロント側の面の配向方向を定めた。具体的には、基準軸を反時計回
りに３０°回転させたときの方向と液晶セル１のフロント側の面の配向方向とが一致する
ように、フロント側の配向方向を定めた。また、液晶セル１のリア側の面の配向方向と、
基準軸の方向とのなす角度が３０°になるように、液晶セル１のリア側の面の配向方向を
定めた。具体的には、基準軸を時計回りに３０°回転させたときの方向と液晶セル１のリ
ア側の面の配向方向とが一致するように、リア側の配向方向を定めた。また、波長５５０
ｎｍの光に対する液晶セル１のリタデーションを８３０ｎｍとした。
【００３８】
　また、図２に示すように、基準軸の方向とリア側偏光板４の吸収軸とのなす角度が７５
°になるようにリア側偏光板４の吸収軸の方向を定めた。具体的には、基準軸を反時計回
りに７５°回転させたときの方向とリア側偏光板４の吸収軸の方向とが一致するようにリ
ア側偏光板４の吸収軸の方向を定めた。
【００３９】
　また、１／６４デューティ、１／９バイアスの液晶駆動条件でシミュレーションを行っ
た。
【００４０】
　図３は、液晶の波長分散値を１．０１から１．３０まで変化させた場合におけるコント
ラスト（（白色表示時の透過率）／（黒色表示時の透過率））の変化を示すシミュレーシ
ョン結果である。図３に示すように、液晶の波長分散値Ｄが上昇するにつれてコントラス
トも上昇する。液晶の波長分散値Ｄが１．１５以上のとき、従来の液晶の波長分散値（１
．１３）の場合よりもコントラストが大幅に上昇している。従って、液晶の波長分散値Ｄ
を１．１５以上とすることで、従来よりもコントラストを改善できることがわかる。
【００４１】
　本発明によれば、ねじれ位相差フィルム３を設け、液晶セルに封止される液晶の波長分
散値を１．１５以上とすることによって、コントラストを高めることができる。
【００４２】
　ただし、液晶の波長分散値が１．２１より大きな値であると、背景色の色度と目標値（
０．３１０，０．３１６）との色度差が大きくなり、背景色への緑色の着色の度合いが大
きくなる。すなわち、背景色（液晶に電圧を印加しないときの色）が緑がかった色になる
。そのため、液晶の波長分散値は、１．１５以上１．２１以下であることが好ましい。
【００４３】
　図４は、液晶の波長分散値Ｄを１．０１から１．３０まで変化させた場合における背景
色の色度の変化を示すシミュレーション結果である。背景色は、液晶に電圧が印加されて
いない領域が呈する白色であり、無彩色である。従って、背景色の色度の目標値は（０．
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３１０，０．３１６）である。また、図４に示すｘ軸（横軸）およびｙ軸（縦軸）は、図
１４に示すＣＩＥ表色系の色度図におけるｘ軸、ｙ軸に相当する。
【００４４】
　図４では、背景色の色度を四角形のマーカで示し、液晶の波長分散値Ｄを１．０１から
１．３０まで変化させた場合におけるマーカの変化を矢印で示している。液晶の波長分散
値Ｄを増加させることによって、背景色の色度が目標値（０．３１０，０．３１６）から
離れて、緑色の色度の領域に近づいていくことがわかる。
【００４５】
　また、図５は、背景色の色度と目標値（０．３１０，０．３１６）との距離（色度差）
の変化を示すシミュレーション結果である。２つの色度（ｘ１，ｙ１），（ｘ２，ｙ２）
の距離は、√（（ｘ１－ｘ２）２＋（ｙ１－ｙ２）２）として求められる。従って、背景
色の色度を（ｘｏ，ｙｏ）とすれば、その色度と目標値との色度差は、√（（ｘｏ－０．
３１０）２＋（ｙｏ－０．３１６）２）として求めることができる。
【００４６】
　図５に示すように、液晶の波長分散値Ｄが１．２１より大きいと、背景色の色度と目標
値（０．３１０，０．３１６）との色度差が特に大きくなることがわかる。図４および図
５から、液晶の波長分散値Ｄが１．２１より大きいと、背景色の色度が目標値から離れ、
緑色の色度の領域に近づいていくことがわかる。すなわち、液晶の波長分散値Ｄが１．２
１より大きいと、背景色への緑色の着色の度合いが大きくなる。
【００４７】
　したがって、背景色への緑色の着色を抑えつつ、コントラストを向上させるために、液
晶セル１に封止される液晶の波長分散値は１．１５以上１．２１以下であることが好まし
い。
【００４８】
　また、本発明によれば、コントラストの向上だけでなく、液晶にオン電圧を印加したと
きにおける所望の色以外の色の着色を緩和するという効果も得られる。例えば、従来のノ
ーマリホワイトの液晶表示パネルでは、液晶にオン電圧を印加して黒色を表示する場合、
青みのある黒色が表示されるが、本発明ではそのような青色の着色を緩和することができ
る。
【００４９】
　発明者は、上述のシミュレーションと同様の設定で、液晶にオン電圧を印加したときに
表示される黒色の色度の変化や、その色度と目標値との色度差を導出した。
【００５０】
　図６は、液晶の波長分散値Ｄを１．０１から１．３０まで変化させた場合におけるオン
電圧印加時の黒色の色度の変化を示すシミュレーション結果である。黒色は無彩色である
ので、色度が目標値（０．３１０，０．３１６）に近いほど青みのない良好な黒色となる
。
【００５１】
　図６では、オン電圧を印加して表示した黒色の色度を四角形のマーカで示し、液晶の波
長分散値Ｄを１．０１から１．３０まで変化させた場合におけるマーカの変化を矢印で示
している。液晶の波長分散値Ｄを増加させることによって、オン電圧印加によって表示さ
れる黒色の色度が、青色に近い色度から遠ざかっていることがわかる。また、波長分散値
Ｄを１．１５以上にした場合、オン電圧印加によって表示される黒色の色度は、目標値（
０．３１０，０．３１６）の直近にまで近づけられているわけではないが、目標値（０．
３１０，０．３１６）に近づいている。このことは、液晶の波長分散値Ｄを１．１５以上
とすることによって、従来の液晶（波長分散値Ｄが１．１３程度）の液晶を用いる場合よ
りも、オン電圧印加時における青色の着色を緩和することができることを意味している。
【００５２】
　図７は、オン電圧を印加して表示した黒色の色度と目標値（０．３１０，０．３１６）
との距離（色度差）の変化を示すシミュレーション結果である。図７に示すように、液晶
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の波長分散値Ｄが１．１５以上のとき、目標値（０．３１０，０．３１６）との色度差が
、従来の液晶の波長分散値（１．１３）の場合よりも減少していることがわかる。なお、
液晶の波長分散値Ｄが１．１５以上１．２１以下の範囲（図７において破線で囲んだ範囲
）においても、従来の波長分散値（１．１３程度）の場合と比較して、オン電圧印加時の
黒色の色度と目標値との色度差が減少しているので、青色の着色を緩和できる。
【００５３】
　上記の第１の実施の形態の説明では、液晶表示パネルがノーマリホワイトである場合を
例に説明した。ノーマリホワイトのＳＴＮ液晶表示パネルのフロント側偏光板２（あるい
はリア側偏光板４）の吸収軸を９０°回転することによってノーマリブラックの液晶表示
パネルを実現できる。この場合、オフ電圧印加時に黒色表示となり、オン電圧印加時に白
色表示となる。このようなノーマリブラックの液晶表示パネルとした場合でも、ノーマリ
ホワイトの場合と同様の効果を得ることができる。
【００５４】
　すなわち、従来の液晶表示パネルよりもコントラストを向上させることができ、オン電
圧印加時の表示色（ノーマリブラックの場合は白色）への着色を緩和することができる。
また、液晶セル１に封止される液晶の波長分散値が１．１５以上１．２１以下であるとき
には、背景色への緑色の着色を抑えることができる。
【００５５】
［実施の形態２］図８は、本発明の第２の実施の形態の液晶表示パネルの例を示す模式図
である。第２の実施の形態の液晶表示パネルは、第１の実施の形態におけるフロント側偏
光板２、リア側偏光板４の代わりにそれぞれブルー系偏光板１２，１４を備える。ブルー
系偏光板とは、ハンターＬａｂ表色系で表したときにおける色相ｂの値が１．５未満とな
る色の偏光板である。以下、フロント側に配置されるブルー系偏光板１２を、フロント側
ブルー系偏光板１２と記す。また、リア側に配置されるブルー系偏光板１４をリア側ブル
ー系偏光板１４と記す。なお、第１の実施の形態と同様の構成要素については、図１と同
一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００５６】
　第２の実施の形態の液晶表示パネルは、図８に示すように、フロント側ブルー系偏光板
１２と、ねじれ位相差フィルム３と、ＳＴＮ型の液晶セル１と、リア側ブルー系偏光板１
４とを備える。これらの各構成要素は、背面側からリア側ブルー系偏光板１４、液晶セル
１、ねじれ位相差フィルム３、フロント側ブルー系偏光板１２の順に積層される。
【００５７】
　液晶セル１は、第１の実施の形態と同様に、波長分散値が１．１５以上の液晶を封止し
ている。また、液晶セル１に封止される液晶の波長分散値は、第１の実施の形態と同様に
、１．１５以上１．２１以下であることが好ましい。
【００５８】
　フロント側ブルー系偏光板１２は、ねじれ位相差フィルム３上に配置される。リア側ブ
ルー系偏光板１４は、液晶セル１の背面に配置される。フロント側ブルー系偏光板１２は
、フロント側ブルー系偏光板１２自身の偏光軸の方向に振動する光を透過させる。同様に
、リア側ブルー系偏光板１４は、リア側ブルー系偏光板１４自身の偏光軸の方向に振動す
る光を透過させる。
【００５９】
　以下、液晶表示パネルがノーマリホワイトである場合を例にして説明する。なお、ノー
マリホワイトのＳＴＮ液晶表示パネルを実現するためには、ノーマリホワイトとなるよう
に、フロント側ブルー系偏光板１２およびリア側ブルー系偏光板１４の軸（例えば、吸収
軸）の向きを定めればよい。また、ノーマリブラックのＳＴＮ液晶表示パネルは、ノーマ
リホワイトのＳＴＮ液晶表示パネルのフロント側ブルー系偏光板１２の吸収軸を９０°回
転することによって実現することができる。あるいは、ノーマリホワイトのＳＴＮ液晶表
示パネルのリア側ブルー系偏光板１４の吸収軸を９０°回転することによっても実現する
ことができる。
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【００６０】
　既に説明したように、液晶表示パネルを駆動する場合において、白色表示時の液晶への
印加電圧および黒色表示時の液晶への印加電圧は、白色および黒色のコントラストが最大
となるように決定される。また、ここでは、液晶表示パネルはノーマリホワイトであるも
のとする。従って、白色表示時には液晶にオフ電圧を印加し、黒色表示には液晶にオン電
圧を印加する。
【００６１】
　以上のような第２の実施の形態の構成とすることによって、背景色やオフ電圧印加時の
表示色への他の色の着色を減少させることができる。すなわち、背景色やオフ電圧印加時
の表示色の色度を目標値（０．３１０，０．３１６）に近づけ、背景色やオフ電圧印加時
の表示色を理想的な無彩色に近づけることができる。上述のようにノーマリホワイトとす
る場合、液晶にオフ電圧を印加したときに表示される白色への他の色の着色を減少させ、
理想的な無彩色に近づけることができる。背景色についても同様に、背景色への他の色の
着色を減少させ、理想的な無彩色に近づけることができる。
【００６２】
　また、第１の実施の形態と同様に、従来の液晶表示パネルよりもコントラストを向上さ
せることができる。また、液晶セル１に封止される液晶の波長分散値が１．１５以上１．
２１以下であるときには、背景色への緑色の着色を抑えることができる。
【００６３】
　上記の第２の実施の形態の説明では、液晶表示パネルがノーマリホワイトである場合を
例に説明した。ノーマリホワイトのＳＴＮ液晶表示パネルのフロント側ブルー系偏光板１
２（あるいはリア側ブルー系偏光板１４）の吸収軸を９０°回転することによってノーマ
リブラックの液晶表示パネルを実現できる。この場合、オフ電圧印加時に黒色表示となり
、オン電圧印加時に白色表示となる。このようなノーマリブラックの液晶表示パネルとし
た場合でも、ノーマリホワイトの場合と同様の効果を得ることができる。
【００６４】
　すなわち、第１の実施の形態と同様の効果が得られ、さらに、背景色やオフ電圧印加時
の表示色（ノーマリブラックの場合は黒色）への他の色の着色を減少させることができる
。
【００６５】
　また、上記の第１の実施の形態および第２の実施の形態において、液晶セル１に封止さ
れる液晶が、Δｎ（５９０ｎｍ）≧０．１８を満足する液晶であって、液晶セル１のセル
ギャップを５．０μｍ以下とすることが好ましい。Δｎ（５９０ｎｍ）≧０．１８を満足
する液晶とは、波長５９０ｎｍの光に対する屈折率異方性が０．１８以上である液晶であ
る。セルギャップとは、液晶セル１において対向する電極間での液晶層の厚みである。
【００６６】
　液晶セル１に封止される液晶を、Δｎ（５９０ｎｍ）≧０．１８を満足する液晶とし、
液晶セル１のセルギャップを５．０μｍ以下とすれば、液晶セル１のセルギャップを狭く
することになる。従って、液晶表示パネルの応答速度を速めることができる。
【００６７】
　液晶の屈折率異方性Δｎと波長分散値との間には、波長分散値が大きくなるほどΔｎも
大きくなるという関係が成立することが多い。図９は、Δｎ（５９０ｎｍ）が異なる液晶
の波長分散値Ｄ（すなわち、Δｎ（４５０ｎｍ）／Δｎ（５９０ｎｍ））を測定した結果
を示す説明図である。図９から、波長分散値Ｄが大きくなるほど、Δｄ（５９０ｎｍ）も
大きくなっていることが確認できる。
【００６８】
　第１の実施の形態および第２の実施の形態では、いずれも波長分散値が１．１５以上で
ある液晶が液晶セル１に封止されるが、この液晶のΔｎ（５９０ｎｍ）は０．１８以上で
あることが好ましい。
【００６９】
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　また、液晶表示パネルの特性は、液晶セルのセルギャップをｄとするとΔｎｄに依存し
、Δｎｄは、０．７μｍ≦Δｎｄ≦０．９μｍを満足することが好ましい。
【００７０】
　Δｎ（５９０ｎｍ）≧０．１８を満たし、Δｎ（５９０ｎｍ）・ｄ≦０．９を満たすセ
ルギャップｄは、ｄ≦５．０μｍである。
【００７１】
　このように、液晶セル１に封止される液晶として、Δｎ（５９０ｎｍ）≧０．１８を満
足する液晶を用い、また、液晶セル１のセルギャップを５．０μｍ以下とすることによっ
て、液晶表示パネルの応答速度を速めるという効果も得られる。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明は、モノクローム表示を行うＳＴＮモードの液晶表示パネルに好適に適用される
。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の第１の実施の形態の液晶表示パネルの例を示す模式図。
【図２】シミュレーションにおいて設定した値を示す説明図。
【図３】液晶の波長分散値を１．０１から１．３０まで変化させた場合におけるコントラ
ストの変化を示すシミュレーション結果。
【図４】液晶の波長分散値を１．０１から１．３０まで変化させた場合における背景色の
色度の変化を示すシミュレーション結果。
【図５】背景色の色度と目標値との色度差の変化を示すシミュレーション結果。
【図６】液晶の波長分散値を１．０１から１．３０まで変化させた場合におけるオン電圧
印加時の黒色の色度の変化を示すシミュレーション結果。
【図７】オン電圧を印加して表示した黒色の色度と目標値との色度差の変化を示すシミュ
レーション結果。
【図８】本発明の第２の実施の形態の液晶表示パネルの例を示す模式図。
【図９】Δｎ（５９０ｎｍ）が異なる液晶の波長分散値の測定結果を示す説明図。
【図１０】従来の液晶表示パネルの構成例を示す模式図。
【図１１】各波長の光に対する屈折率異方性の変化を示す説明図。
【図１２】液晶への印加電圧Ｖの増加に伴うノーマリホワイト液晶表示パネルの透過率ｔ
の変化の例を示す説明図。
【図１３】アクティブエリアおよびその背景を示す説明図。
【図１４】ＣＩＥ表色系の色度図。
【符号の説明】
【００７４】
　１　液晶セル
　２　フロント側偏光板
　３　ねじれ位相差フィルム
　４　リア側偏光板
　１２　フロント側ブルー系偏光板
　１４　リア側ブルー系偏光板
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